
時代を先取りした稀代の政治家

前
者
の
メ
ン
バ
ー
は
、
青あ

お

島し
ま

俊し
ゅ
ん

蔵ぞ
う

、
山や

ま

口ぐ
ち

鉄て
つ

五ご

郎ろ
う

、
最も

上が
み

徳と
く

内な
い

な

ど
。
後
者
の
メ
ン
バ
ー
は
、
菴い

原は
ら

弥や

六ろ
く

、
引い

な

佐さ

新し
ん

兵べ

衛え

、
鈴す

ず

木き

清せ
い

七し
ち

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
史
上
初
と
な
る
本

格
的
な
蝦
夷
地
調
査
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
明
６
（
１
７
８
６
）

年
に
は
、
調
査
隊
の
報
告
を
受
け

て
、
新
た
に
新
田
開
発
が
計
画
に

組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
年
８
月
、
意
次

が
失
脚
に
よ
っ
て
老
中
を
辞
職
し

た
た
め
、
計
画
は
中
止
さ
れ
、
調

査
隊
も
解
散
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

蝦
夷
地
開
発
は
幻
の
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
が
端
緒
と

な
り
、
蝦
夷
地
の
持
つ
将
来
性
が

広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、
歴
史

的
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
で
得
ら
れ
た
自
然
や
地
理
、

風
俗
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
関
す
る

報
告
は
、
貴
重
な
情
報
と
し
て
、

そ
の
後
の
蝦
夷
地
調
査
の
基
礎
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
蝦
夷

地
開
発
は
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が

ら
幕
府
の
方
針
と
し
て
生
き
残
り
、

や
が
て
明
治
政
府
へ
と
受
け
継
が

れ
ま
し
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
意
次
が
い
な

け
れ
ば
、
現
在
の
北
海
道
は
存
在

し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆意次ドットコム
http://www.okitsugu.com/

蝦え

夷ぞ

地ち

、
す
な
わ
ち
北
海
道
の

開
発
事
業
は
、
印い

ん

旛ば

沼ぬ
ま

干
拓
事
業

と
と
も
に
田
沼
時
代
を
代
表
す
る

大
規
模
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
政
策
の
き
っ
か
け
は
、
意

次
が
、
仙
台
藩
の
医
師
で
蘭
学
者

の
工く

藤ど
う

平へ
い

助す
け

が
著
し
た
ロ
シ
ア
お

よ
び
蝦
夷
地
の
研
究
書
『
赤あ

か

蝦え

夷ぞ

風ふ
う

説せ
つ

考こ
う

』
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と

で
し
た
。
一
説
に
は
、
永
く
後
世

の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
や
り

た
か
っ
た
意
次
が
、
工
藤
平
助
の

献
策
を
採
用
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
５
月
、

意
次
の
命
を
受
け
た
勘
定
奉
行
・

松ま
つ

本も
と

秀ひ
で

持も
ち

は
、『
赤
蝦
夷
風
説
考
』

を
参
考
に
蝦
夷
地
開
発
の
方
針
を

ま
と
め
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
鉱

山
開
発
と
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
金

銀
銅
で
ロ
シ
ア
と
交
易
し
、
利
益

を
得
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
５
年
、
事
業
の
実

現
性
を
検
討
す
る
た
め
、
調
査
隊

を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

同
年
４
月
29
日
に
松
前
を
出
発

し
た
調
査
隊
は
、
東
蝦
夷
地
か
ら

ク
ナ
シ
リ
島
に
行
く
隊
と
、
西
蝦

夷
地
か
ら
カ
ラ
フ
ト
に
行
く
隊
に

分
か
れ
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

田
沼
の
改
革
②

　

―
蝦
夷
地
の
開
発
と
調
査
―
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任
期
は
令
和
元
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で

「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
員
」
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

佐
藤　

☎
（
23
）
０
０
７
０

福
祉

このたび、民生委員・児童委員の改選が全国一斉に行われました。
本市では、継続の人を含め、地区担当委員93人と主任児童委員６人の計99人が、厚生労働大臣か
ら委嘱を受けました。任期は３年間です。
民生委員は、児童委員を兼ねています。地域の身近な相談相手として、地域を見守り、介護や障
がい、子育てなど福祉に関する相談に応じることで、支援を必要とする人と行政・関係機関との「つ
なぎ役」を担っています。その中には、子どもに関する支援を専門とする主任児童委員がいます。
民生委員・児童委員も地域の一員として活躍をしています。住民同士がお互いに支え合う地域づ
くりを目指しましょう。
民生委員・児童委員には、守秘義務があります。相談内容や個人の秘密が漏れることはありません。
安心して相談してください。

区名 担当地区 氏名

相　良
相良東 本多道子
相良西 牧野英惠

福　岡 福岡 北川治子

波　津

波津西・南丁 古川良朗
西丁・汐見台 松下全代
西仲丁・仲丁 八木勇
下波津・上波津・百花 増田寿賀子
波津一丁目・波津二丁目 稲本章二
銀座・本通り・元城・栄丁南北 沖保
大原第１ 川口あさ子
大原第２ 水野早苗

須々木
須々木東・１組～11組 名波広之
須々木西・12組～20組 増田雅巳
鬼女新田・須々木原・大沢原 西川宣男

大　沢
大原・大原東・源入 増田浩克
園沢・上奥谷・下奥谷の一部 長谷川育男
下奥谷の一部・井原 野ケ本幾代

大　江

平田 西藤ﾈ去ﾈﾈ 司
太田浜 矢部清文
海老江 富田伊津子
東中・小牧 良知陸江

片　浜
坂井・法京 森田護
大磯・久保柄・堀切・原 大鐘愛子

菅　山

堀之内・西中・菅ヶ谷団地 赤堀和子
下谷川・上谷川・高和・宮代・大向 小俣溶子
時ヶ谷・大知・新田・菅ヶ谷原 紅林辰男
松本・西山寺 紅林良文

中　里
蛭ヶ谷・中西 八木芳男
黒子・和田 鈴木正行

白　井
濁沢・男神・百所 長野仲枝
石原田・宮本・西側・土沢 中田かおる

神　寄
女神 森田節子
大寄 鈴木眞弓

西萩間 西萩間 絹村りつ子
東萩間 東萩間 水野あや子

牧之原
第１水呑・第２大曲 藤野麻美子
第３八十原・第４仁王辻 福田均
第５峠原・第６西原 道下充

地頭方
地頭方北１～13 矢野克二
地頭方南14～25 本目美知子
地頭方西26～39-4 丸山節生

落　居 落居 若林恵美子

豊　岡
堀野新田 鈴木千鶴子
笠名 水野晴夫

新　庄
新庄北 松下一二三
新庄南 清水とし子

遠　渡
遠渡上 楠田義美
遠渡下 平塚登

区名 担当地区 氏名

静　波

一丁目 大石均
二丁目 伊藤広子
三丁目 川村玲子
四丁目 大石孝子
東五丁目 小池進
西五丁目 笠原勤
六丁目 羽田幸代
仲町 浜崎一義
十丁目 中村日出恵
十一丁目 横田喜久男
十二丁目 鈴木美津子

細　江

東慶林 大石正夫
県営住宅・青池１班～４班 西谷直美
青池４-１班～９班 池田三郎
寄子 田村京子
西福田 中村美千子
東福田 良知和弘
根松 大石貴美子
堀の内 伊藤睦子
時ヶ谷 山田正夫
道上 田中和子
後原 藤田光代
谷の口 八木美惠子

川　崎

橋向 小村絹子
藤沢 中山里美
橋柄・新戸・追廻 山本君代
仁田・庄内 野村眞理子
鹿島 田中勝江
道場・日機装 冨永進

勝間田

中 大石尚美
勝間下・上 櫻井厚志
切山下・中 中島京子
勝田上・下 飯塚みち江
三栗 飯塚明雄
朝生 加藤学

牧之原

牧之原北 山田意津雄
牧之原南 後藤晴代
布引原 伊藤潤一
牧之原中央 坂口孝夫

坂　部

坂部第一 福代清
坂部第二 渡邉文江
坂部第三 杉本正
坂部第四 横山一成
坂部第五 関益美
坂部第六 板倉憲子

民生委員・児童委員［地区担当委員］（敬称略）

担当地区 氏名
相良地区 大石泰子
萩間地区 横山春乃
地頭方地区 海野龍子

担当地区 氏名
静波区・川崎区・牧之原区 大石良子
細江区 山本朋代
勝間田区・坂部区 伊故海みどり

民生委員・児童委員［主任児童委員］（敬称略）


